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(57)【要約】
【課題】ユーザ（医療従事者）が、表示中の測定値情報
がどの患者の生体情報の測定結果であるかを容易に把握
することのできる生体情報モニタ、生体情報表示方法お
よび生体情報表示プログラムを提供すること。
【解決手段】生体情報モニタは、第１の生体情報の一例
であるＳｐＯ２の測定処理と、第２の生体情報の一例で
ある血圧の測定処理とが時間的に重複して行なわれた場
合であって（ｔａ１～ｔａ２において重複）、ＳｐＯ２
の測定処理の方が血圧の測定処理よりも先に終了した場
合に、血圧の測定処理が終了（ｔａ３）してから特定時
間（ΔＴ）経過したと判定された時点で（ｔａ４）、表
示中の血圧値を消去する。ＳｐＯ２の測定値は、測定が
開始されてから終了されるまでの間（ｔａ１～ｔａ２）
、リアルタイムで表示される。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被測定者ごとに、順次、複数種類の生体情報を測定することのできる生体情報モニタで
あって、
　表示手段と、
　接触された複数の身体部位それぞれから複数の生体信号を検出するための複数の検出ユ
ニットと、
　前記複数の生体信号それぞれに基づいて、前記複数種類の生体情報を測定するための測
定手段とを備え、
　前記複数種類の生体情報は、対応の前記生体信号が検出されている期間に連続的な測定
値が得られる第１の生体情報、および、第２の生体情報を含み、
　前記第１の生体情報の測定処理を表わす第１の測定処理と前記第２の生体情報の測定処
理を表わす第２の測定処理とが時間的に重複して行なわれた場合であって、前記第１の測
定処理の方が前記第２の測定処理よりも先に終了した場合に、前記第２の測定処理が終了
してから特定時間経過したか否かを判定するための判定手段と、
　前記第１の測定処理が継続している間、前記第１の生体情報の測定値情報を前記表示手
段に表示し、かつ、前記第２の測定処理が終了された場合に、前記第２の生体情報の測定
値情報を前記表示手段に表示するための処理を行なう表示処理手段とをさらに備え、
　前記表示処理手段は、前記判定手段により前記第２の測定処理が終了してから前記特定
時間経過したと判定された場合に、表示中の前記第２の生体情報の測定値情報を消去する
、生体情報モニタ。
【請求項２】
　前記測定手段による測定結果を記憶するための記憶手段と、
　被測定者を識別するための識別情報を特定するための特定手段と、
　前記特定手段により特定された前記識別情報と対応付けて、前記第１の測定処理による
前記第１の生体情報の測定値、および、前記第１の測定処理と時間的に重複して行なわれ
た前記第２の測定処理による前記第２の生体情報の測定値を、前記記憶手段に格納するた
めの格納処理手段とをさらに備える、請求項１に記載の生体情報モニタ。
【請求項３】
　前記表示処理手段は、前記第２の測定処理の方が前記第１の測定処理よりも先に終了し
た場合には、前記第１の測定処理が終了するまで前記第２の生体情報の測定値情報を表示
し、前記第１の測定処理の終了に応じて表示中の前記第２の生体情報の測定値情報を消去
する、請求項１または２に記載の生体情報モニタ。
【請求項４】
　前記判定手段は、さらに、前記第２の測定処理の方が前記第１の測定処理よりも先に終
了した場合に、前記第２の測定処理が終了してから前記第１の測定処理が終了するまでに
前記特定時間経過したか否かを判定し、
　前記表示処理手段は、
　前記第２の測定処理が終了してから前記第１の測定処理が終了するまでに前記特定時間
経過したと判定された場合に、前記第１の測定処理の終了に応じて表示中の前記第２の生
体情報の測定値情報を消去し、
　前記第２の測定処理が終了してから前記第１の測定処理が終了するまでに前記特定時間
経過していないと判定された場合には、前記第１の測定処理が終了してから前記特定時間
経過したときに、表示中の前記第２の生体情報の測定値情報を消去する、請求項１または
２に記載の生体情報モニタ。
【請求項５】
　前記第２の生体情報は、複数のバイタルサインを含み、
　前記判定手段は、さらに、前記第１の測定処理が行われることなく前記複数のバイタル
サインの測定処理のみが時間的に重複して行なわれた場合には、最後に終了された測定処
理が終了してから前記特定時間経過したか否かを判定し、
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　前記表示処理手段は、前記複数のバイタルサインそれぞれの測定値情報を、前記最後に
終了された測定処理が終了してから前記特定時間経過するまで継続して表示し、前記最後
に終了された測定処理が終了してから前記特定時間経過したと判定された場合に、表示中
の、前記複数のバイタルサインそれぞれの測定値情報を消去する、請求項１に記載の生体
情報モニタ。
【請求項６】
　コード情報を読取るための読取り手段をさらに備え、
　前記特定手段は、読取られた前記コード情報により前記識別情報を特定する、請求項２
に記載の生体情報モニタ。
【請求項７】
　前記第１の生体情報は、酸素飽和度、および、体温の実測値の少なくとも１つを含み、
　前記第２の生体情報は、血圧、および、体温の予測値の少なくともいずれか１つを含む
、請求項１に記載の生体情報モニタ。
【請求項８】
　接触された複数の身体部位それぞれから複数の生体信号を検出するための複数の検出ユ
ニットと表示部とを備えた生体情報モニタにおいて実行される生体情報表示方法であって
、
　対応の前記生体信号が検出されている期間に連続的な測定値が得られる第１の生体情報
、および、第２の生体情報を測定するステップと、
　前記第１の生体情報の測定処理を表わす第１の測定処理が継続している間、前記第１の
生体情報の測定値情報を前記表示部に表示し、かつ、前記第２の生体情報の測定処理を表
わす第２の測定処理が終了された場合に、前記第２の生体情報の測定値情報を前記表示部
に表示するステップと、
　前記第１の測定処理と前記第２の測定処理とが時間的に重複して行なわれた場合であっ
て、前記第１の測定処理の方が前記第２の測定処理よりも先に終了した場合に、前記第２
の測定処理が終了してから特定時間経過したか否かを判定するステップと、
　前記第２の測定処理が終了してから前記特定時間経過したと判定された場合に、表示中
の前記第２の生体情報の測定値情報を消去するステップとを含む、生体情報表示方法。
【請求項９】
　接触された複数の身体部位それぞれから複数の生体信号を検出するための複数の検出ユ
ニットと表示部とを備えた生体情報モニタにおいて実行される生体情報表示プログラムで
あって、
　対応の前記生体信号が検出されている期間に連続的な測定値が得られる第１の生体情報
、および、第２の生体情報を測定するステップと、
　前記第１の生体情報の測定処理を表わす第１の測定処理が継続している間、前記第１の
生体情報の測定値情報を前記表示部に表示し、かつ、前記第２の生体情報の測定処理を表
わす第２の測定処理が終了された場合に、前記第２の生体情報の測定値情報を前記表示部
に表示するステップと、
　前記第１の測定処理と前記第２の測定処理とが時間的に重複して行なわれた場合であっ
て、前記第１の測定処理の方が前記第２の測定処理よりも先に終了した場合に、前記第２
の測定処理が終了してから特定時間経過したか否かを判定するステップと、
　前記第２の測定処理が終了してから前記特定時間経過したと判定された場合に、表示中
の前記第２の生体情報の測定値情報を消去するステップとを含む、生体情報表示プログラ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報モニタ、生体情報表示方法および生体情報表示プログラムに関し、
特に、被測定者ごとに、順次、複数種類の生体情報を測定することのできる生体情報モニ
タ、生体情報表示方法および生体情報表示プログラムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　医療従事者が患者の生体の状態を看護するために、患者の血圧、体温、心電、動脈血酸
素飽和度（「ＳｐＯ２」ともいう）、呼吸数などの複数種類の生体情報（バイタルサイン
）が、生体情報モニタを用いて測定される。測定された生体情報は生体情報モニタに備わ
った表示部に表示されることで、医療従事者は生体の状態に応じた処置を患者に対して行
なうことができる。
【０００３】
　このような生体情報モニタは、病院内を巡回しながら患者ひとりひとりの生体の状態を
看護するために用いられ得る。つまり、生体情報モニタは、被測定者ごとに順次、複数種
類の生体情報を測定することができる。このような場合、患者ひとりに対して測定が終わ
る度に、表示中の測定結果を消去する必要がある。
【０００４】
　非特許文献１には、生体情報モニタに、表示中の測定結果を消去するための専用のボタ
ンが設けられることが記載されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】"Vital signs monitor 5300 Acuracy by Omron from Cardiac Science"
, [online], 2009, Cardiac Science Corporation, [２００９年１２月２５日検索],イン
ターネット<URL:http://www.cardiacscience.com/cardiology-products/vital-signs-mon
itor/the-cardiac-science-5300.htm>
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　生体情報モニタに設けられたクリアボタンによって表示中の生体情報の測定値を消去す
る場合、医療従事者は、ひとりの患者の測定が終わる度に、このクリアボタンを押下しな
ければならない。
【０００７】
　一つの病室に複数の患者がいる場合、クリアボタンを押下したかどうかによって、表示
部に表示されている情報が一つ前の患者の情報なのか、今の患者の情報なのか、医療従事
者に混乱を生じさせる。その結果、患者に対して誤った処置を施してしまう恐れがある。
もしくは、再度測定し直す必要が生じる場合がある。
【０００８】
　本発明は、上記のような問題を解決するためになされたものであって、その目的は、ユ
ーザ（医療従事者）が、表示中の測定値情報がどの患者の生体情報の測定結果であるかを
容易に把握することのできる生体情報モニタ、生体情報表示方法および生体情報表示プロ
グラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明のある局面に従う生体情報モニタは、被測定者ごとに、順次、複数種類の生体
情報を測定することのできる生体情報モニタであって、表示手段と、接触された複数の身
体部位それぞれから複数の生体信号を検出するための複数の検出ユニットと、複数の生体
信号それぞれに基づいて、複数種類の生体情報を測定するための測定手段とを備え、複数
種類の生体情報は、対応の生体信号が検出されている期間に連続的な測定値が得られる第
１の生体情報、および、第２の生体情報を含み、第１の生体情報の測定処理を表わす第１
の測定処理と第２の生体情報の測定処理を表わす第２の測定処理とが時間的に重複して行
なわれた場合であって、第１の測定処理の方が第２の測定処理よりも先に終了した場合に
、第２の測定処理が終了してから特定時間経過したか否かを判定するための判定手段と、
第１の測定処理が継続している間、第１の生体情報の測定値情報を表示手段に表示し、か
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つ、第２の測定処理が終了された場合に、第２の生体情報の測定値情報を表示手段に表示
するための処理を行なう表示処理手段とをさらに備え、表示処理手段は、判定手段により
第２の測定処理が終了してから特定時間経過したと判定された場合に、表示中の第２の生
体情報の測定値情報を消去する。
【００１０】
　好ましくは、測定手段による測定結果を記憶するための記憶手段と、被測定者を識別す
るための識別情報を特定するための特定手段と、特定手段により特定された識別情報と対
応付けて、第１の測定処理による第１の生体情報の測定値、および、第１の測定処理と時
間的に重複して行なわれた第２の測定処理による第２の生体情報の測定値を、記憶手段に
格納するための格納処理手段とをさらに備える。
【００１１】
　好ましくは、表示処理手段は、第２の測定処理の方が第１の測定処理よりも先に終了し
た場合には、第１の測定処理が終了するまで第２の生体情報の測定値情報を表示し、第１
の測定処理の終了に応じて表示中の第２の生体情報の測定値情報を消去する。
【００１２】
　好ましくは、判定手段は、さらに、第２の測定処理の方が第１の測定処理よりも先に終
了した場合に、第２の測定処理が終了してから第１の測定処理が終了するまでに特定時間
経過したか否かを判定し、表示処理手段は、第２の測定処理が終了してから第１の測定処
理が終了するまでに特定時間経過したと判定された場合に、第１の測定処理の終了に応じ
て表示中の第２の生体情報の測定値情報を消去し、第２の測定処理が終了してから第１の
測定処理が終了するまでに特定時間経過していないと判定された場合には、第１の測定処
理が終了してから特定時間経過したときに、表示中の第２の生体情報の測定値情報を消去
する。
【００１３】
　好ましくは、第２の生体情報は、複数のバイタルサインを含み、判定手段は、さらに、
第１の測定処理が行われることなく複数のバイタルサインの測定処理のみが時間的に重複
して行なわれた場合には、最後に終了された測定処理が終了してから特定時間経過したか
否かを判定し、表示処理手段は、複数のバイタルサインそれぞれの測定値情報を、最後に
終了された測定処理が終了してから特定時間経過するまで継続して表示し、最後に終了さ
れた測定処理が終了してから特定時間経過したと判定された場合に、表示中の、複数のバ
イタルサインそれぞれの測定値情報を消去する。
【００１４】
　好ましくは、コード情報を読取るための読取り手段をさらに備え、特定手段は、読取ら
れたコード情報により識別情報を特定する。
【００１５】
　好ましくは、第１の生体情報は、酸素飽和度、および、体温の実測値の少なくとも１つ
を含み、第２の生体情報は、血圧、および、体温の予測値の少なくともいずれか１つを含
む。
【００１６】
　この発明の他の局面に従う生体情報表示方法は、接触された複数の身体部位それぞれか
ら複数の生体信号を検出するための複数の検出ユニットと表示部とを備えた生体情報モニ
タにおいて実行される生体情報表示方法であって、対応の生体信号が検出されている期間
に連続的な測定値が得られる第１の生体情報、および、第２の生体情報を測定するステッ
プと、第１の生体情報の測定処理を表わす第１の測定処理が継続している間、第１の生体
情報の測定値情報を表示部に表示し、かつ、第２の生体情報の測定処理を表わす第２の測
定処理が終了された場合に、第２の生体情報の測定値情報を表示部に表示するステップと
、第１の測定処理と第２の測定処理とが時間的に重複して行なわれた場合であって、第１
の測定処理の方が第２の測定処理よりも先に終了した場合に、第２の測定処理が終了して
から特定時間経過したか否かを判定するステップと、第２の測定処理が終了してから特定
時間経過したと判定された場合に、表示中の第２の生体情報の測定値情報を消去するステ
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ップとを含む。
【００１７】
　この発明のさらに他の局面に従う生体情報表示プログラムは、接触された複数の身体部
位それぞれから複数の生体信号を検出するための複数の検出ユニットと表示部とを備えた
生体情報モニタにおいて実行される生体情報表示プログラムであって、対応の生体信号が
検出されている期間に連続的な測定値が得られる第１の生体情報、および、第２の生体情
報を測定するステップと、第１の生体情報の測定処理を表わす第１の測定処理が継続して
いる間、第１の生体情報の測定値情報を表示部に表示し、かつ、第２の生体情報の測定処
理を表わす第２の測定処理が終了された場合に、第２の生体情報の測定値情報を表示部に
表示するステップと、第１の測定処理と第２の測定処理とが時間的に重複して行なわれた
場合であって、第１の測定処理の方が第２の測定処理よりも先に終了した場合に、第２の
測定処理が終了してから特定時間経過したか否かを判定するステップと、第２の測定処理
が終了してから特定時間経過したと判定された場合に、表示中の第２の生体情報の測定値
情報を消去するステップとを含む。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によると、ユーザ（医療従事者）の指示がなくても、表示中の測定値情報が自動
的に消去される。したがって、ユーザ（医療従事者）は、表示中の測定値情報がどの患者
の生体情報の測定結果であるかを容易に把握することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の形態における生体情報モニタを斜め前方から見た斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態における生体情報モニタを斜め後方から見た斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態における生体情報モニタの構成例を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態における生体情報表示処理を示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態における生体情報表示処理を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態において、複数の生体情報の測定値情報が表示されている際
の画面例を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態において、複数の生体情報の測定値情報が消去されている際
の画面例を示す図である。
【図８】本発明の実施の形態において、スポットモードの際に記憶部に記憶される測定結
果データのデータ構造例を示す図である。
【図９】ＳｐＯ２と血圧とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミングを示す
図である。
【図１０】ＳｐＯ２と血圧とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミングを示
す図である。
【図１１】ＳｐＯ２と血圧とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミングを示
す図である。
【図１２】ＳｐＯ２と体温とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミングを示
す図である。
【図１３】ＳｐＯ２と体温とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミングを示
す図である。
【図１４】ＳｐＯ２と体温とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミングを示
す図である。
【図１５】血圧測定の方がＳｐＯ２よりも先に終了した場合の他のタイミング例を示す図
である。
【図１６】ＳｐＯ２と血圧と体温とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミン
グ例を示す図である。
【図１７】ＳｐＯ２と血圧と体温とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミン
グ例を示す図である。
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【図１８】血圧と体温とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミング例を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図中同一また
は相当部分には同一符号を付してその説明は繰返さない。
【００２１】
　［実施の形態１］
　本実施の形態における生体情報モニタは、一人の患者について複数種類の生体情報を一
定期間継続して測定しその変化を監視する機能（「モニタ機能」という）と、回診や外来
診療などにおいて、複数の患者に接続し替えて、患者ごとに複数種類の生体情報を順次測
定する機能（「スポットチェック機能」という）とが搭載されている。
【００２２】
　１台の生体情報モニタにモニタ機能とスポットチェック機能との両機能が搭載される場
合、生体情報モニタは、測定モードとして、モニタ機能を用いて一人の患者の生体情報を
一定期間継続して測定するモードであるモニタモードと、スポットチェック機能を用いて
複数の患者の各生体情報を順次測定するモードであるスポットチェックモード（以下「ス
ポットモード」と略す）とを有する。
【００２３】
　スポットモードにて患者（被測定者）ごとに生体情報を測定する場合、生体情報の測定
は、医療従事者が患者ひとり一人に対して行なう。そして、通常は、患者ひとりの測定が
終わると、専用のボタンの押下といったユーザ（医療従事者）からの指示に応じて、表示
された情報（代表的に、生体情報の測定値）がクリアされる。これに対し、本実施の形態
に係る生体情報モニタにおいては、表示された情報は、ユーザからの指示がなくても、患
者の切り替わりの際には、自動的に消去される。
【００２４】
　このような生体情報モニタについて、以下、詳細に説明する。なお、本実施の形態にお
ける生体情報モニタは、モニタモードとスポットモードとを有するものとするが、少なく
とも、スポットモードに対応する機能（スポットチェック機能）を搭載した、複数種類の
生体情報を測定可能な装置であればよい。
【００２５】
　＜概観について＞
　図１および図２を参照して、本実施の形態における生体情報モニタ（以下「モニタ」と
略す）の概観について説明する。
【００２６】
　図１は、本発明の実施の形態におけるモニタ１を斜め前方から見た斜視図である。図２
は、本発明の実施の形態におけるモニタ１を斜め後方から見た斜視図である。
【００２７】
　モニタ１は、複数種類の生体情報として、血圧（最高血圧、最低血圧、および／または
、平均血圧など）、酸素飽和度（ＳｐＯ２）、心電（心電図）、体温を測定する機能を有
している。これらの生体情報は、バイタルサインともいわれる。
【００２８】
　図１を参照して、モニタ１には、心電を測定するための電極部２、酸素飽和度を測定す
るためのＳｐＯ２センサ３、体温を実測するための実測式体温プローブ４、血圧を測定す
るための腕帯５、および体温を予測および実測するための予測または実測式体温プローブ
６が接続される。電極部２、ＳｐＯ２センサ３、体温プローブ４、腕帯５、体温プローブ
６は、それぞれ、被測定者の複数の身体部位に接触される。これにより、接触された複数
の身体部位それぞれから複数の生体信号が検出される。本実施の形態において、これらの
ような複数の生体信号を検出するためのデバイスを、「検出ユニット」とも称する。
【００２９】
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　図２を参照して、体温プローブ６は、モニタ１の本体１Ａの裏側に取り付けられた体温
測定モジュール６Ａに含まれる。体温プローブ６は、体温測定モジュール６Ａの筐体から
引き出されて患者（被測定者）の口内または耳に接触されることで、体温の予測モードに
入る。体温の予測モードでは、一定時間に得られた生体信号より体温が予測される。予測
モードにおいて体温が適切に求められなかった場合などに、自動的に体温の実測モードに
移行される。体温の実測モードでは、体温プローブ６より得られる生体信号の値に応じて
連続的に（リアルタイムで）体温が測定される。体温の予測および実測は、公知の手法に
より実行されてよい。体温プローブ４による体温の実測値の測定も、体温プローブ６によ
る実測モードと同様の手法により実現されてよい。
【００３０】
　＜構成について＞
　図３は、本発明の実施の形態におけるモニタ１の構成例を示すブロック図である。図３
を参照して、モニタ１は、操作ボタンなどを含む操作部１０と、生体情報測定部２０と、
バーコードを読取るためのバーコードリーダ３０と、測定結果などを表示するＬＣＤ（Li
quid Crystal Display）を含む表示部４０と、警報報知部５０と、測定結果やプログラム
等を記憶する記憶部６０と、他の装置との間でデータやプログラムの通信を行なうための
通信部７０と、記録媒体７１Ａに記録されたデータやプログラムを読出したり書込んだり
するための読出／書込部７１と、電源部８０と、これらを制御する制御部９０とを含む。
【００３１】
　生体情報測定部２０は、腕帯５に接続されて腕帯５内の空気袋の圧力変化に基づいて血
圧を測定するための血圧測定部２１、ＳｐＯ２センサ３に接続されてＳｐＯ２センサ３か
らのセンサ信号に基づいて酸素飽和度を測定するための酸素飽和度測定部２２、電極部２
に接続されて電極部２間の電位差に基づいて心電を測定するための心電測定部２３、体温
プローブ４に接続されて体温プローブ４からの信号に基づいて体温の実測値を測定するた
めの体温測定部２４、および体温プローブ６に接続されて体温プローブ６からの信号に基
づいて体温の予測値および実測値を測定するための体温測定部２５を含む。なお、これら
測定部の具体的な構成は、いずれも特定の構成に限定されず、すでに広く用いられている
構成を採用することができる。
【００３２】
　生体情報測定部２０は、制御部９０からの制御信号に従って、上記測定部のうち指定さ
れた測定部において生体情報を測定し、測定結果を制御部９０に入力する。なお、生体情
報測定部２０内の各測定部が実行する機能のうちの少なくとも一部は、制御部９０によっ
て実現されてもよい。
【００３３】
　制御部９０は、たとえばＣＰＵ（Central Processing Unit）などのプロセッサにより
構成される。制御部９０は操作部１０から入力される操作信号に基づいて記憶部６０に記
憶されているプログラムを読み出して実行し、それに伴って制御信号を生成して各部に出
力することによって、全体を制御する。
【００３４】
　モニタ１は、上述のように、モニタモードおよびスポットモードを有している。そのた
め制御部９０は、その機能として、モニタモードの際に測定や表示を制御するためのモニ
タモード制御部９１と、スポットモードの際に測定や表示を制御するためのスポットモー
ド制御部９２とを含む。モニタモード制御部９１は、生体情報測定部２０に含まれる各測
定部のうち、当該モードで用いると設定されている測定部の機能を有効とする。具体的に
は、たとえば、心電はモニタモードのみで測定し、スポットモードでは測定しないと設定
されている。
【００３５】
　スポットモード制御部９２は、生体情報測定部２０に含まれる各測定部のうち、当該モ
ードで用いると設定されている、または操作信号によって指定された測定部の機能を有効
とする。そして、有効とされた測定部から測定結果を取得する。なお、モニタモードとス
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ポットモードとの切替えは、たとえば、操作部１０からの操作信号により行なわれてよい
。
【００３６】
　スポットモードの際には、心電以外の生体情報、すなわち、血圧、酸素飽和度、体温（
予測値および実測値）が測定され得る。酸素飽和度および体温の実測値は、対応の生体信
号（ＳｐＯ２センサ３からのセンサ信号，体温プローブ４または６からの信号）が検出さ
れている期間に、連続的に測定値が得られる生体情報（以下「第１の生体情報」ともいう
）である。つまり、第１の生体情報の測定値は、対応の生体信号の値に応じて変化する。
これに対し、血圧と体温の予測値は、第１の生体情報のように連続的に測定値が得られる
ものではなく、このような生体情報をここでは「第２の生体情報」という。第２の生体情
報は、ある時間かけて得られた生体信号（圧力信号，体温プローブ６からの信号，体温プ
ローブ６からの信号）に所定のアルゴリズムを適用することで、１つの測定値（固有値）
が得られる生体情報といえる。なお、第２の生体情報が血圧である場合には、血圧指標（
最高血圧、最低血圧など）ごとに、１つの測定値が得られるものとする。
【００３７】
　スポットモード制御部９２は、その機能として、特定部９３、判定部９４、表示処理部
９５および格納処理部９６を含む。
【００３８】
　特定部９３は、バーコードリーダ３０により読取られたバーコードの情報を取得し、取
得した情報に基づいて、被測定者である患者の識別情報（「患者ＩＤ」という）を特定す
る。具体的には、記憶部６０には、バーコードの情報と患者ＩＤとが１対１で対応付いて
記憶されており、特定部９３は、記憶部６０において、読取られた情報と対応付けられて
いる患者ＩＤを検索することで、被測定者である患者の患者ＩＤを特定（抽出）する。
【００３９】
　なお、本実施の形態では、バーコード（一次元コード）を読取ることで患者ＩＤを特定
することとしたが、限定的ではなく、二次元コードなどの他のコード情報により患者ＩＤ
が特定されてもよい。または、ユーザが操作部１０を操作して手入力された情報により、
患者ＩＤが特定されてもよい。
【００４０】
　判定部９４は、複数の生体情報が時間的に重複して行なわれた場合であって、予め定め
られた測定条件を満たした場合に、最後に終了された測定処理が終了してから、特定時間
経過したか否かを判定する。「特定時間」は、たとえば、ユーザにより事前に設定された
時間（以下「設定時間」ともいう）である。なお、特定時間は、予め定められた時間であ
ってもよい。判定部９４は、具体的には、第１の生体情報の一つであるＳｐＯ２の測定処
理と、第２の生体情報として血圧および／または体温（予測値）の測定処理（以下「固有
値測定処理」ともいう）とが時間的に重複して行なわれた場合であって、ＳｐＯ２の測定
処理の方が固有値測定処理よりも先に終了した場合に、固有値測定処理が終了してから設
定時間（特定時間）経過したか否かを判定する。他の測定条件での判定の詳細は後述する
。
【００４１】
　なお、ＳｐＯ２の測定処理の期間は、たとえば、概ね、ＳｐＯ２センサ３からのセンサ
信号が検出されている期間に相当する。血圧の測定処理の期間は、たとえば、腕帯５から
の圧力信号が検出されはじめてから、各血圧値（最高血圧，最低血圧など）が算出される
までの期間に相当する。体温の測定処理の期間は、たとえば、体温プローブ６からの信号
が検出されはじめてから、体温が算出されるまでの期間に相当する。
【００４２】
　表示処理部９５は、複数種類の生体情報の測定値情報を表示部に表示する処理を行なう
。具体的には、ＳｐＯ２の測定処理が継続している間、すなわち、ＳｐＯ２センサ３から
のセンサ信号が検出されている間、ＳｐＯ２の測定値情報を表示部４０に順次表示させる
。なお、センサ信号が不安定な間は、ＳｐＯ２の測定値情報は表示されなくてもよい。表
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示処理部９５は、また、固有値測定処理が終了された場合に、すなわち、測定値が得られ
た場合に、測定値情報（血圧および／または体温）を表示部４０に表示させる。
【００４３】
　本実施の形態において、「測定値情報」とは、測定値に関する情報であり、たとえば、
測定値そのもの、測定値の大きさを示すバーグラフ、時間軸に沿って連続的に得られた測
定値をプロットした測定トレンドグラフなどを含む。
【００４４】
　表示処理部９５は、ＳｐＯ２の測定処理よりも後に固有値測定処理が終了された場合、
固有値測定処理が終了してから設定時間経過するまでの間、測定値情報を表示し続ける。
その後、判定部９４により設定時間経過したと判定された場合に、表示中の測定値情報を
消去する。ＳｐＯ２の測定の方が後に終わった場合には、表示処理部９５は、たとえば、
ＳｐＯ２の測定終了に応じて、表示中の測定値情報を消去する。
【００４５】
　従来は、血圧や体温の表示は、ユーザによる明示的な操作によって消去されるなどして
いたが、本実施の形態によると、血圧や体温の表示は、設定時間経過すると消去される。
したがって、次の患者についての生体情報を測定する際に、前の表示を消し忘れた結果、
どの患者の測定値が表示されているのか分からなくなるという不具合をなくすことができ
る。
【００４６】
　なお、ＳｐＯ２の測定の方が後に終わった場合の表示処理等については後述する。
　格納処理部９６は、ＳｐＯ２の測定処理が開始されると、直前または測定中に特定部９
３により特定された患者ＩＤと対応付けて、ＳｐＯ２の測定値を記憶部６０の所定の領域
に格納する。また、ＳｐＯ２の測定処理と時間的に重複して行なわれた固有値測定処理に
よる測定値（血圧および／または体温）を、特定された患者ＩＤと対応付けて記憶部６０
に格納する。これにより、患者ＩＤにより識別される患者について測定された生体情報（
ＳｐＯ２、血圧および／または体温）がＳｐＯ２の測定期間との重なりを条件とすること
で、同一患者についての複数の生体情報の測定値が容易に関連付けられる。したがって、
本実施の形態によると電子カルテの生成も支援することができる。
【００４７】
　通常、ＳｐＯ２の測定は、ＳｐＯ２センサ３を患者の指先に装着されると開始され、Ｓ
ｐＯ２センサ３が患者の指先から外された時点で終了される。そのため、医療従事者は、
表示中のＳｐＯ２の測定値情報（測定値または測定トレンドグラフ）がどの患者のものか
分からなくなることはない。これに対し、たとえば血圧の場合、通常、操作部１０に含ま
れる血圧測定ボタン（図示せず）の押下に応じて開始され、血圧値が算出された時点で終
了される。そのため、腕帯５を患者から外した後もいつまでも測定値が表示されていれば
、どの患者の測定結果かが分からなくなる恐れがある。しかし、本実施の形態では、第１
の生体情報であるＳｐＯ２の測定期間と時間的に重複して測定された生体情報については
、同一患者の測定結果と判断することで、測定値情報の自動消去を実現する。
【００４８】
　制御部９０に含まれるとして説明した各機能部に対応するモジュールを含んだプログラ
ムが、記憶部６０に格納されていてよい。なお、これらのうちの少なくとも１つについて
は、ハードウェアで実現されてもよい。
【００４９】
　本実施の形態におけるスポットモードの際に上記各機能部の機能を実現するためのプロ
グラムは、通信部７０を介したダウンロードによって記憶部６０に格納されてもよいし、
読出／書込部７１が記録媒体７１Ａより読出すこと記憶部６０に格納されてもよい。
【００５０】
　＜動作について＞
　本実施の形態において、モニタ１がスポットモードの際に実行する動作の典型例を説明
する。ここでは説明の簡単のために、ＳｐＯ２と血圧のみが測定される場合を例にする。



(11) JP 2011-136105 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

【００５１】
　図４および図５は、本発明の実施の形態における生体情報表示処理を示すフローチャー
トである。図４および図５のフローチャートに示す処理は、予めプログラムとして記憶部
６０に格納されており、制御部９０（ＣＰＵ）がこのプログラムを読み出して実行するこ
とにより、生体情報表示処理の機能が実現される。
【００５２】
　なお、以下に説明する生体情報表示処理と並行して、複数種類の生体情報の測定処理が
実行されているものとする。測定処理は、生体情報測定部２０に含まれる測定部によって
実行される。
【００５３】
　図４を参照して、特定部９３は、患者ＩＤを特定する（ステップＳ２）。具体的には、
バーコードリーダ３０により読取られたバーコード情報を取得し、取得した情報に基づい
て患者ＩＤを特定する。
【００５４】
　次に、スポットモード制御部９２によって、ＳｐＯ２の測定が開始されたか否かが判断
される（ステップＳ４）。ＳｐＯ２の測定が開始されると（ステップＳ４においてＹＥＳ
）、ステップＳ２で特定された患者ＩＤとＳｐＯ２とを関連付ける（ステップＳ６）。つ
まり、たとえば、特定された患者ＩＤと関連付けて、ＳｐＯ２の測定実行を示すフラグが
セットされる。また、表示処理部９５は、酸素飽和度測定部２２により測定された患者の
ＳｐＯ２をリアルタイムで表示部４０に表示する（ステップＳ８）。
【００５５】
　続いて、スポットモード制御部９２は、現在、血圧測定中であるか否かを判断する（ス
テップＳ１０）。血圧測定中と判断されると（ステップＳ１０においてＹＥＳ）、ステッ
プＳ１６に進む。血圧測定中でないと判断された場合（ステップＳ１０においてＮＯ）、
血圧測定が開始されたか否かを判断する（ステップＳ１２）。血圧測定が開始されると（
ステップＳ１２においてＹＥＳ）、ステップＳ１６に進む。血圧測定が開始されていない
と判断された場合（ステップＳ１２においてＮＯ）、ＳｐＯ２の測定が終了したか否かを
判断する（ステップＳ１４）。つまり、ここでは、ＳｐＯ２の測定中に血圧測定が開始さ
れることなくＳｐＯ２の測定が終了したか否かが判断される。ＳｐＯ２の測定が終了して
いないと判断した場合（ステップＳ１４においてＮＯ）、ステップＳ１２に戻る。ステッ
プＳ１４においてＳｐＯ２の測定が終了したと判断された場合には（ステップＳ１４にお
いてＹＥＳ）、図５に示すステップＳ３４に進む。
【００５６】
　ステップＳ１６において、スポットモード制御部９２は、さらに、ステップＳ２で特定
された患者ＩＤと血圧とを関連付ける。つまり、たとえば、特定された患者ＩＤと関連付
けて、血圧の測定実行を示すフラグがセットされる。
【００５７】
　血圧測定部２１による処理の結果、血圧値が算出されて血圧測定が終了したか否かが判
断される（ステップＳ１８）。血圧測定が終了していないと判断された場合には（ステッ
プＳ１８においてＮＯ）、ＳｐＯ２の測定が終了したか否かが判断される（ステップＳ２
０）。ＳｐＯ２の測定が終了していなければ（ステップＳ２０においてＮＯ）、ステップ
Ｓ１８に戻る。ＳｐＯ２の測定が終了したと判断された場合（ステップＳ２０においてＹ
ＥＳ）、再度、血圧測定が終了したか否かが判断される（ステップＳ２２）。ここでは、
血圧測定が終了されるまで待機する。ＳｐＯ２の測定よりも後に血圧測定が終了したと判
断された場合（ステップＳ２２においてＹＥＳ）、血圧値を表示して（ステップＳ２３）
、図５に示すステップＳ２４に進む。
【００５８】
　ステップＳ２４では、設定時間経過したか否かが判断される。つまり、ＳｐＯ２測定の
方が血圧測定より早く終了した場合に、血圧測定が終了してから設定時間経過したか否か
が判断される。血圧測定が終了してから設定時間経過したと判断された場合（ステップＳ
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２４においてＹＥＳ）、ステップＳ３４に進む。
【００５９】
　これに対し、ＳｐＯ２の測定が終了する前に血圧測定が終了した場合（ステップＳ１８
においてＹＥＳ）、表示処理部９５は、血圧を表示し（ステップＳ１９）、図５に示すス
テップＳ２６に進む。
【００６０】
　ステップＳ２６では、判定部９４が、血圧測定が終了してから設定時間経過したか否か
を判断する。設定時間経過していない場合（ステップＳ２６においてＮＯ）、ＳｐＯ２の
測定が終了したか否かが判断される（ステップＳ２８）。ＳｐＯ２の測定が終了していな
い場合（ステップＳ２８においてＮＯ）、ステップＳ２６に戻る。ＳｐＯ２の測定が、設
定時間経過する前に終了した場合（ステップＳ２８においてＹＥＳ）、ステップＳ３４に
進む。
【００６１】
　上記ステップＳ２６において、血圧測定が終了してから設定時間経過したと判断された
場合（ステップＳ２６においてＹＥＳ）、ＳｐＯ２の測定が終了したか否かが判断される
（ステップＳ３２）。血圧測定の終了から設定時間経過した後にＳｐＯ２の測定が終了し
たと判断された場合（ステップＳ３２においてＹＥＳ）、ステップＳ３４に進む。
【００６２】
　ステップＳ３４において、表示処理部９５は、それまで表示していた血圧値を消去する
ための制御信号を表示部４０に送信する。これにより、表示部４０より、測定値情報の全
てが自動的に消去される。
【００６３】
　最後に、格納処理部９６は、ＳｐＯ２および血圧の測定結果を記憶部６０に記録する（
ステップＳ３６）。具体的には、ステップＳ２で特定された患者ＩＤと対応付けて、Ｓｐ
Ｏ２の測定結果および血圧測定結果を所定の記憶領域に格納する。記憶部６０に記憶され
る測定結果データのデータ構造例は後述する。
【００６４】
　なお、上記フローチャートでは、第２の生体情報として血圧が測定される場合について
例示したが、体温プローブ６を用いて体温の予測値が測定される場合にも同様の処理が行
なわれてよい。
【００６５】
　また、第２の生体情報として血圧および体温の両方が測定される場合にも、上記フロー
チャートを応用することで対応可能である。これらの固有値測定処理とＳｐＯ２の測定処
理とが時間的に重複して行なわれた場合に、最後に測定が終了した生体情報の種類がＳｐ
Ｏ２かそれ以外かによって、設定時間経過した後に表示中の血圧および体温の値を消去す
るか否かを判断することができる。
【００６６】
　＜表示例＞
　モニタ１の表示部４０の画面例を図６および図７に示す。
【００６７】
　図６は、本発明の実施の形態において、複数の生体情報の測定値情報が表示されている
際の画面例を示す図である。図７は、本発明の実施の形態において、複数の生体情報の測
定値情報が消去されている際の画面例を示す図である。
【００６８】
　ＳｐＯ２の測定が続いている場合に、他の生体情報の測定が終了した場合（たとえば図
４のステップＳ１９に対応）、図６のような画面が表示部４０に表示される。
【００６９】
　図６を参照して、表示領域４０１には、ＳｐＯ２の測定トレンドグラフが表示され、領
域４０３には、現在のＳｐＯ２が更新して表示される。表示領域４０２には、血圧の測定
結果として、最高血圧（ＳＹＳ）、平均血圧（ＭＡＰ）、最低血圧（ＤＩＡ）が表示され
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る。表示領域４０４には、体温（予測値）が表示される。表示領域４０５には、ＳｐＯ２
測定または血圧測定に関連して算出可能な脈拍数（心拍数）が表示され、表示領域４０６
には、現在の測定モードがスポット（チェック）モードであることが表示される。
【００７０】
　図６では、ＳｐＯ２、血圧および体温の全てが測定された場合の画面例を示したが、こ
れらのうちの一部のみが測定された場合には、測定された生体情報の種類に対応する領域
にのみ、測定値情報が表示される。
【００７１】
　なお、生体情報の測定中、表示画面の所定の表示領域に、特定された患者ＩＤ、および
／または、患者ＩＤにより識別される患者名などがさらに表示されてもよい。これにより
、医療従事者は、より確実に、表示中の測定値情報がどの患者のものであるかが把握でき
る。
【００７２】
　図７を参照して、表示処理部９５より測定値消去のための制御信号が出力されると（図
５のステップＳ３４に対応）、各表示領域４０１～４０５の測定値情報（測定トレンドグ
ラフおよび測定値）が消去される。なお、本実施の形態では、ＳｐＯ２の測定処理の方が
他の生体情報よりも先に終了された場合には、ＳｐＯ２の測定が終了した時点で表示領域
４０１および４０３に表示されていたＳｐＯ２のトレンドグラフおよび測定値が先に消去
されてよい。
【００７３】
　＜測定結果データの構造例＞
　図８は、本発明の実施の形態において、スポットモードの際に記憶部６０に記憶される
測定結果データのデータ構造例を示す図である。
【００７４】
　図８を参照して、各測定結果データは、６つの項目６０１～６０６を含む。項目６０１
には、特定された患者ＩＤが記録される。項目６０２には、測定日時（たとえば、患者Ｉ
Ｄが特定されたときの日時）が記録される。測定日時は、図示しない計時部（クロック）
からの信号に基づいて得られる。項目６０３には、血圧測定部２１によって測定された血
圧（最高血圧、平均血圧および最低血圧）が記録される。項目６０４には、体温測定部２
４によって測定された体温が記録される。項目６０５には、酸素飽和度測定部２２によっ
て測定されたＳｐＯ２が時系列に記録される。
【００７５】
　３つの生体情報のうちの一部のみが測定された場合には、測定が行なわれた生体情報の
種類に対応する項目にのみ測定値が記録される。
【００７６】
　なお、患者ＩＤと各生体情報とが対応付けられて記憶されれば、測定結果データは、こ
のような記憶形態に限定されない。
【００７７】
　＜測定値情報の表示／消去タイミングの具体例＞
　スポットモードの際にモニタ１の表示部４０に測定値情報が表示および消去されるタイ
ミングの具体例を以下に説明する。
【００７８】
　図９～図１１は、ＳｐＯ２と血圧とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミ
ングを示す図である。図９は、血圧測定の方がＳｐＯ２よりも後に終了した場合、図１０
および図１１は、血圧測定の方がＳｐＯ２よりも先に終了した場合のタイミング例を示し
ている。
【００７９】
　図９を参照して、血圧測定とＳｐＯ２測定とがほぼ同時に開始されたとする（ｔａ１）
。つまり、血圧測定とＳｐＯ２測定とが時間的に重複して行なわれたとする。なお、ここ
では、両測定がほぼ同時に開始された例を示したが、両測定が時間的に重複して行なわれ
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ていれば、どちらかが先に行なわれても構わない。以下に示す他の例においても同様であ
る。
【００８０】
　ＳｐＯ２の測定が開始されてから終了するまでの間（ｔａ１～ｔａ２）、ＳｐＯ２の測
定値がリアルタイム表示される。これに対し、血圧については、血圧の測定処理が終了し
た場合、すなわち、表示処理部９５が血圧データを受取った場合に（ｔａ３）、血圧値（
および脈拍数）が表示される。図９の例では、ＳｐＯ２の測定の方が血圧測定よりも先に
終了しているので、血圧値は、血圧測定が終了した時点（ｔａ３）から設定時間（ΔＴ）
経過したときに（ｔａ４）消去される。
【００８１】
　図１０を参照して、図９の例と同様、血圧測定とＳｐＯ２測定とがほぼ同時に開始され
たとする（ｔａ１１）。つまり、血圧測定とＳｐＯ２測定とが時間的に重複して行なわれ
たとする。ＳｐＯ２の測定が開始されてから終了するまでの間（ｔａ１１～ｔａ１３）、
ＳｐＯ２の測定値がリアルタイム表示される。この例では、血圧の測定がＳｐＯ２の測定
よりも先に終了している。その場合、血圧測定が終了してからＳｐＯ２測定終了までの間
（ｔａ１２～ｔａ１３）、血圧値の表示が継続される。つまり、この例では、血圧測定が
終了してから設定時間（ΔＴ）経過したとしても、ＳｐＯ２測定が終了するまでは、血圧
値の表示が継続される。これにより、医療従事者は、同一の患者に対して測定された血圧
値を確実に確認することができる。
【００８２】
　また、図１１を参照して、図１０と同様、血圧測定とＳｐＯ２測定とがほぼ同時に開始
され（ｔａ２１）、血圧測定の方がＳｐＯ２測定よりも先に終了している。この例では、
血圧測定が終了してからＳｐＯ２測定が終了するまでの時間（ｔａ２２～ｔａ２３）が、
設定時間（ΔＴ）未満であったとする。その場合でも、ＳｐＯ２測定終了と同時に、血圧
値の表示が消去されてよい。
【００８３】
　図１２～図１４は、ＳｐＯ２と体温（予測値）とが測定された場合の測定値情報の表示
／消去タイミングを示す図である。図１２は、体温測定の方がＳｐＯ２よりも後に終了し
た場合、図１３および図１４は、体温測定の方がＳｐＯ２よりも先に終了した場合のタイ
ミング例を示している。
【００８４】
　なお、図１２～図１４は、それぞれ、上記図９～図１１で示した「血圧」を「体温」に
代えただけである。つまり、図１２のタイミングｔｂ１～ｔｂ４は、それぞれ、図９のタ
イミングｔａ１～ｔａ４に対応している。図１３のタイミングｔｂ１１～ｔｂ１３は、そ
れぞれ、図１０のタイミングｔａ１１～ｔａ１３に対応している。図１４のタイミングｔ
ｂ２１～ｔｂ２３は、それぞれ、図１１のタイミングｔａ２１～ｔａ２３に対応している
。したがって、図１２～図１４に示した測定値情報の表示／消去タイミングについて、詳
細な説明は繰返さない。
【００８５】
　なお、本実施の形態では、ＳｐＯ２よりも先に血圧または体温の測定が終了した場合に
は、血圧または体温の表示が設定時間（ΔＴ）継続したか否かにかかわらず、ＳｐＯ２測
定の終了と同時に表示中の値を消去することとした。しかし、血圧または体温の測定が終
了してから設定時間（ΔＴ）未経過のうちにＳｐＯ２測定が終了した場合には、たとえば
ＳｐＯ２測定の終了時から設定時間（ΔＴ）の間は、血圧または体温の測定値を継続して
表示してもよい。この場合のタイミング例を図１５に示す。
【００８６】
　図１５は、血圧測定の方がＳｐＯ２よりも先に終了した場合の他のタイミング例を示す
図である。
【００８７】
　図１５を参照して、血圧測定とＳｐＯ２測定とがほぼ同時に開始され（ｔｄ１）、血圧
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測定が終了してからＳｐＯ２測定が終了するまでの時間（ｔｄ２～ｔｄ３）が、設定時間
（ΔＴ）未満であったとする。その場合、ＳｐＯ２測定終了から設定時間（ΔＴ）経過す
るまで（ｔｄ３～ｔｄ４）、血圧値の表示が継続され、ＳｐＯ２測定終了から設定時間（
ΔＴ）経過した時点で、表示中の血圧値が消去される。なお、この例のように、血圧測定
が終了してからＳｐＯ２測定が終了するまでの時間（ｔｄ２～ｔｄ３）が設定時間（ΔＴ
）未満の場合、血圧測定終了時（ｔｄ２）から設定時間（ΔＴ）経過した時点で、血圧値
を消去することとしてもよい。
【００８８】
　図１６および図１７は、ＳｐＯ２と血圧と体温とが測定された場合の測定値情報の表示
／消去タイミング例を示す図である。
【００８９】
　図１６を参照して、血圧、体温およびＳｐＯ２の測定がほぼ同時に開始されたとする（
ｔｃ１）。つまり、血圧測定と体温測定とＳｐＯ２測定とが時間的に重複して行なわれた
とする。ＳｐＯ２の測定が開始されてから終了するまでの間（ｔｃ１～ｔｃ３）、ＳｐＯ
２の測定値がリアルタイム表示される。
【００９０】
　ＳｐＯ２測定が終了する前に体温測定が終了した場合、体温測定が終了してから（ｔｃ
２）設定時間（ΔＴ）経過したとしても、ＳｐＯ２測定が終了するまでの間（ｔｃ２～ｔ
ｃ３）、体温の表示を継続する。ＳｐＯ２測定が終了した後に血圧測定が終了した場合、
血圧測定終了時（ｔｃ４）から設定時間（ΔＴ）経過するまで血圧の表示を継続し、血圧
測定終了時（ｔｃ４）から設定時間（ΔＴ）経過した時点（ｔｃ５）で、血圧の表示は消
去される。
【００９１】
　なお、血圧および体温の表示／消去タイミングは、ＳｐＯ２測定の終了よりも先に終了
したか後に終了したかに応じて決定されるため、図１６において、血圧の測定終了タイミ
ングと体温の測定終了タイミングとが入れ替わった場合でも、同様の処理が行なわれる。
【００９２】
　図１７を参照して、血圧、体温およびＳｐＯ２の測定がほぼ同時に開始され（ｔｃ１１
）、血圧および体温の両方ともＳｐＯ２測定よりも先に終了したとする（ｔｃ１２，ｔｃ
１３）。その場合、それぞれの終了時からＳｐＯ２測定が終了するまでに設定時間（ΔＴ
）経過したとしても、継続的に血圧および体温を表示し（ｔｃ１４～ｔｃ１５）、ＳｐＯ
２測定が終了した時点（ｔｃ１５）で、表示中の血圧および体温を消去する。
【００９３】
　以上説明したように、本実施の形態によると、ＳｐＯ２測定を基準として、同一患者の
第２の生体情報の測定値を関連付けることで、表示中の測定値情報の消去タイミングが判
定される。したがって、ユーザ（医療従事者）は、表示中の測定値情報がどの患者の生体
情報の測定結果であるかを容易に把握することができる。
【００９４】
　また、判定された消去タイミングで測定値情報が自動的に消去されるため、ユーザ（医
療従事者）は、表示中の測定値情報を消去するための操作をする必要がない。その結果、
モニタモードとスポットモードとが共に備わったモニタであれば必要となる、専用のボタ
ンを余計に備える必要がなくなる。つまり、医療従事者に表示中の情報を誤って消去させ
ないようにするために、他の機能と共通で使用することのない専用のボタンをスポットモ
ードのために設ける必要がなくなる。
【００９５】
　なお、上記実施の形態では、第１の生体情報としてＳｐＯ２を例に挙げたが限定的では
ない。第１の生体情報は、検出ユニットを患者に接触させている間、連続的に測定値が得
られるような生体情報であればよく、たとえば、ＳｐＯ２に代えて、体温の実測値（体温
プローブ４または６による体温のリアルタイム測定）を採用してもよい。
【００９６】
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　また、上記実施の形態では、必ず、第１の生体情報と第２の生体情報とが重複して測定
される例を示したが、第２の生体情報に含まれるバイタルサインのみが重複して測定され
る場合には、次のような処理が行なわれてよい。
【００９７】
　図１８は、血圧と体温とが測定された場合の測定値情報の表示／消去タイミング例を示
す図である。
【００９８】
　図１８を参照して、血圧測定と体温測定とがほぼ同時に開始され（ｔｅ１）、両者が時
間的に重複して測定されたとする。体温測定終了時（ｔｅ２）には測定値としての体温値
が表示され、血圧測定終了時（ｔｅ３）には測定値としての血圧値が表示される。体温お
よび血圧の表示は、ともに、後の測定終了時より設定時間（ΔＴ）経過した時点（ｔｅ４
）で消去される。
【００９９】
　本実施の形態のモニタが行なう、生体情報表示方法を、プログラムとして提供すること
もできる。このようなプログラムは、当該プログラムをコンピュータが読取可能な一時的
でない（non-transitory）記録媒体に記録される。このような「コンピュータ読取可能な
記録媒体」は、たとえば、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc-ROM）などの光学媒体や、メモリ
カードなどの磁気記録媒体などを含む。また、このようなプログラムをコンピュータ読み
取り可能な記録媒体に記録させて、プログラム製品として提供することもできる。また、
ネットワークを介したダウンロードによって、プログラムを提供することもできる。
【０１００】
　なお、本実施の形態に係るプログラムは、コンピュータのオペレーティングシステム（
ＯＳ）の一部として提供されるプログラムモジュールのうち、必要なモジュールを所定の
配列で所定のタイミングで呼出して処理を実行させるものであってもよい。その場合、プ
ログラム自体には上記モジュールが含まれずＯＳと協働して処理が実行される。このよう
なモジュールを含まないプログラムも、本実施の形態に係るプログラムに含まれ得る。
【０１０１】
　また、本実施の形態に係るプログラムは他のプログラムの一部に組込まれて提供される
ものであってもよい。その場合にも、プログラム自体には上記他のプログラムに含まれる
モジュールが含まれず、他のプログラムと協働して処理が実行される。このような他のプ
ログラムに組込まれたプログラムも、本実施の形態に係るプログラムに含まれ得る。なお
、プログラム製品は、プログラム自体と、プログラムが記憶された記憶媒体とを含む。
【０１０２】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【符号の説明】
【０１０３】
　１　モニタ、２　電極部、３　ＳｐＯ２センサ、４　実測式体温プローブ、５　腕帯、
６　予測または実測式体温プローブ、６Ａ　体温測定モジュール、１０　操作部、２０　
生体情報測定部、２１　血圧測定部、２２　酸素飽和度測定部、２３　心電測定部、２４
，２５　体温測定部、３０　バーコードリーダ、４０　表示部、５０　警報報知部、６０
　記憶部、７０　通信部、７１　読出／書込部、７１Ａ　記録媒体、８０　電源部、９０
　制御部、９１　モニタモード制御部、９２　スポットモード制御部、９３　特定部、９
４　判定部、９５　表示処理部、９６　格納処理部。
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